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バーナンキ議長の記者会見 

 

バーナンキ FRB 議長のお陰で通貨と株式は大幅に上昇し、金融市場にとっては「好い日」になった。FED は向こう二三年間極めて緩

和気味の金融政策を維持し、金利は 2014 年度後半まで超低水準に留まる。昨年 12 月までの FRB は、2013 年まで現行の金利水準を

維持するとだけ宣言すればよかった。しかし FRB は今日、この誓約を一年間延長したばかりでなく、バーナンキ議長は追加の債券購

入もあり得ると述べた。とりもなおさずこれは、FRB が景気の先行きを楽観視していないことを意味するが、投資家は議長の発言を

好意的に解釈した。低金利は借手と貸手、および消費者と企業の双方にとって、歓迎すべき事柄だからである。今日米ドルが大きく下

落したことから見ても、市場は FRB がここまで緩和姿勢を明確にするとは予期していなかったようだ。今日の発表は投資家のドル売

りに格好の口実を与え、今後重要なサポートが破られれば、米ドルが更に下落幅を拡大させる可能性も高い。EUR/USD も力強い上昇

を見せたが、以前のサポートがレジスタンスに変換した 1.32 を上抜け出来なかったことで、基本的な EUR/USD の下降トレンドを覆

すには至らなかった。ファンダメンタルズ的に言えば、FED は米ドルに死の宣告を与えたことになる。しかし FRB がここまで緩和姿

勢を明確にする最大の原因は、欧州に対する懸念である。仮に欧州の債務問題が悪化して金融市場が混乱に陥れば、レバレッジ解消の

動きは逃避資金を米ドルへと押しやるだろう。換言すれば、EUR/USD の上昇は常に崩落の危険と背中合わせにある。チャート的には、

多くの通貨ペアが完全に下降トレンドを抜け出すためには、重要なレジスタンスを突破しなければならない。米ドルはもう下落しない

と言う訳ではないが、通貨の上昇軌道は多くが期待するほど平坦ではないだろう。  

FRB による今日の発表の目的は透明性の向上にあったが、ゼロ金利解除の時期に関する各理事の予測の発表は、多くの意味で明瞭性

より混乱を発生させた。投資家が FRB の真意を理解したのは、バーナンキ議長が債券購入の増額について話し始めてからである。発

表されたステートメントが全会一致の雰囲気を滲ませたものの、各メンバーによる予測は大きく異なった。FOMC17 名の理事のうち、

3 名が 2012 年、3 名が 2013 年、5 名が 2014 年、4 名が 2015 年、2 名が 2016 年に、それぞれゼロ金利解除 (最初の利上げ) を予測し

た。このように予測の内容は理事により様々であったが、利上げは誰の視野にも入っていない。重要な点は、FED が今年もメディア

を焚きつけようとするか否かであるが、バーナンキ議長は追加の債券購入を再び選択肢に掲げた。実際議長は記者会見中に何度も、バ

ランスシート拡大の用意があることを繰り返したため、3 月にも QE3 (量的緩和第三弾) の実施があるのではとの印象を受けた者も少

なくないはずだ。仮にそれが現実化すれば米ドルの急落もあり得るが、それを決定するのはあくまで欧州の状況である。来週の首脳会

議で目立った進展が見られず、欧州で CDS (クレジット・デフォルト・スワップ) スプレッドが拡大を始めれば、為替トレーダーが米

国の超緩和政策を忘れ、欧州債務危機に再び目を向け出すのに、さほど時間はかからないだろう。  

しかし目下のところ EUR/USD の堅調推移が続き、直近 7 日間のうち 6 日上昇したばかりか、年初来の高値圏で取引されている。背

景は投資家の根強い需要、予測を上回るドイツの経済指標発表、および全般的なリスク選好の回復である。株価の上昇を見ながら悲観

的でいることは、投資家にとって至難の業である。たとえば今日、ドイツでは企業信頼感指数が事前予測を上回った。IFO インデック

スは 107.3 から 108.3 へと上昇し、企業が現在および将来の景気に、より楽観的になっていることを示した。多くのアナリストが今年

欧州のリセッション入りを予測しているが、少なくとも今のところ、発表される経済指標は後退ではなく成長を告げている。ただしユ

ーロ圏の状況が一夜にして激変し得ることを忘れてはならない。  

 

 


